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会
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会
文
芸
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今
回
は
、
水
口
町
文
化
協
会
か
ら
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

・
取
り
入
れ
し
大
豆
選
り
分
け
す
ぎ
し
日
に
亡
母
と
味
噌
つ
く
さ
ま
蘇
り
来
し 

・
紅
葉
の
織
り
成
す
山
の
絶
景
に
見
ほ
れ
つ
つ
行
く
磯
部
の
旅
路 

・
一
枚
と
な
り
し
今
年
の
カ
レ
ン
ダ
ー
師
走
の
月
の
予
定
が
詰
ま
る 

・
道
の
辺
の
お
地
蔵
様
が
雨
に
ぬ
れ
赤
き
も
み
ぢ
葉
肩
に
か
け
を
り 

・
白
菜
を
剥
げ
ば
青
虫
お
ど
ろ
く
か
体
丸
め
て
転
が
り
出
で
ぬ 

・
古
り
し
日
の
物
流
河
川
は
観
光
の
川
下
り
と
な
り
楽
し
む
保
津
川 

・
温
厚
な
医
師
逝
き
た
も
ふ
悲
し
さ
に
お
礼
の
数
々
香
に
た
く
せ
り 

・
無
農
薬
の
野
菜
作
り
て
旬
ご
と
に
届
け
て
く
れ
る
友
は
同
年 

・
娘
よ
り
「
ふ
る
さ
と
の
柿
懐
か
し
き
」
と
柿
の
絵
手
紙
今
朝
届
き
た
り 

・
手
折
り
来
し
甘
き
菊
の
香
部
屋
に
み
ち
お
だ
し
き
祖
母
の
眼
差
し
を
恋
う 

・
赤
や
黄
の
彩
な
す
中
に
血
汐
も
み
じ
一
本
あ
り
て
ま
な
こ
見
張
り
ぬ 

・
野
仏
の
笑
み
お
わ
す
道
姉
妹
夕
や
け
小
や
け
で
家
路
た
ど
り
ぬ 

・
も
み
じ
葉
は
枝
を
残
し
て
散
り
ゆ
き
ぬ
冬
至
は
近
し
柚
子
の
色
づ
く 

・
屋
号
入
り
の
重
き
欅
の
看
板
を
今
に
残
し
て
父
祖
を
偲
べ
る 

・
冴
え
渡
る
秋
の
夜
空
を
煌
々
と
十
六
夜
の
月
孫
等
と
お
ろ
が
む 
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次
号
（
３
月
１
日
号
）
は
、
信
楽
町
文
化
協
会
の
予
定
で
す
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日
本
で
は
長
年
、
法
律
で
消
費
者

の
権
利
は
明
確
に
さ
れ
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
の
後
、
昭
和
43
年
（
1
9
6
8
）

に
制
定
さ
れ
た
消
費
者
保
護
基
本
法

は
「
消
費
者
法
の
憲
法
」
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
消
費
者
は

権
利
の
主
体
と
は
さ
れ
ず
、
「
保
護

の
対
象
」
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま

し
た
。
 

　
し
か
し
時
代
の
変
革
に
伴
い
、
平

成
16
年
（
2
0
0
4
）
、
36
年
ぶ
り

に
消
費
者
保
護
基
本
法
が
改
正
さ
れ
、

「
消
費
者
基
本
法
」
と
な
り
ま
し
た
。
 

消
費
者
基
本
法
で
は
、
「
消
費
者
の

権
利
の
尊
重
」
と
「
消
費
者
の
自
立

の
支
援
」
を
理
念
と
し
て
い
ま
す
。
 

す
な
わ
ち
 

①
消
費
生
活
の
基
本
的
な
需
要
が
満

た
さ
れ
る
こ
と
。
 

②
健
全
な
生
活
環
境
が
確
保
さ
れ
る

こ
と
。
 

③
安
全
の
確
保
。
 

④
商
品
お
よ
び
役
務
に
つ
い
て
自
主

的
か
つ
合
理
的
な
選
択
の
機
会
の

確
保
。
 

⑤
必
要
な
情
報
お
よ
び
教
育
の
機
会

の
提
供
。
 

⑥
意
見
の
消
費
者
政
策
へ
の
反
映
。
 

⑦
被
害
が
適
切
か
つ
迅
速
に
救
済
さ

れ
る
こ
と
。
 

を
消
費
者
政
策
の
基
本
理
念
と
し
て

う
た
っ
て
い
ま
す
。
 

　
消
費
者
と
業
者
と
の
間
に
は
情
報

の
質
や
量
、
交
渉
力
な
ど
さ
ま
ざ
ま

な
格
差
が
あ
り
ま
す
。
 

　
こ
れ
ら
の
格
差
が
是
正
さ
れ
な
け

れ
ば
、
消
費
者
は
自
立
し
た
生
活
を

営
む
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
 

　
そ
の
た
め
に
、
国
・
地
方
自
治
体
、

事
業
者
は
、
消
費
者
の
権
利
を
尊
重

し
、
擁
護
・
推
進
す
る
た
め
の
責
務

を
負
っ
て
い
ま
す
。
 

　
一
方
、
消
費
者
も
、
自
分
た
ち
の

消
費
者
と
し
て
の
権
利
を
知
り
、
こ

れ
ら
の
権
利
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
、

日
々
の
暮
ら
し
の
中
で
行
動
す
る
こ

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

　
 

　市民生活課では日々の消費生活のトラブルや苦情の
相談を行っています。気軽に相談してください。 お悩み相談室 市民生

活課よ
り 

知っト
ク！ 

消
費
者
の
権
利
を
知
ろ
う
 

～県体育指導委員　湖南地区研修会開催～ 

体育指導委員のコーナー 

　県体育指導委員湖南地区研修会が、12月4日に
今年は甲賀市で開催されました。当日は雪のちらつ
く寒い日となりましたが、会場となった県立陶芸の
森の信楽産業展示館は湖南地区6市から130人を超
える参加者の熱気で包まれました。 
　午前中は陶芸の森で行われ、信楽ブロックと水口
ブロックからそれぞれ昨年に発足した総合型地域ス
ポーツクラブのぽぽんた倶楽部と柏木レインボーク

ラブの事例発表が行われました。クラブ設立までの
経緯や活動状況、今後の課題などについて発表され、
体育指導委員が総合型地域スポーツクラブに対し意
欲的に取り組んでいるようすが伝わりました。 
　午後は信楽体育館に移動し、気功体操を約1時間
半、みっちり実技研修を行いました。呼吸法が以外
に難しく、3名の先生の熱心な指導の下、参加者は
真剣に取り組んでいました。 
 今回は地元甲賀市での開催ということで何かとた
いへんでしたが、丸一日有意義な研修ができました。
今後も研修を重ね、地域でのスポーツ指導に生かし
ていきたいと考えています。 

陶芸の森での開会行事 

信楽体育館での実技研修 

文化スポーツ振興課 
1 86-8023   FAX 86-8380

【問い合わせ】 

【問い合わせ】 人権教育課　186－8024　FAX 86－8380

その気になれば誰でも変われる 
　昨年７月、甲賀市内で「ここから先同和地区」「この先
同和地区」と書かれた部落差別落書き事件が発生しま
した。集落の入り口３ヶ所に分けて執拗に書かれており、
同和地区あるいは同和地区住民に対する差別意識や
悪意が感じられ、このような卑劣な行為は許すことはでき
ません。そして、地区別懇談会等で継続して取り組んで
きたにもかかわらず、正しい理解が十分得られていなか
ったということが残念でなりません。 
　人権問題の住民意識調査の結果からは、甲賀市は
同和地区に対する「ねたみ意識」が強いことがうかがえま
す。皆さんは同和対策事業や制度がなぜ作られていっ
たか知っていますか？「部落差別があった」からそれをな
くすための方法の一つとして事業や制度がすすめられ
てきているのです。それが、「誰からか聞いた話なのだが」

「はっきりしたことは知らないけど」というふうに語られたり、
うわさや偏見に基づく「つくり話」として広がり、何も知ら
ない人までが同和地区に対してねたみ意識や差別意識
を強めているのではないでしょうか。 
　今回の差別落書きは誰が書いたものか特定はできま
せんが、この人の、心の中の「ねたみ意識」が表れている
ようにも思われます。部落差別を支えているのは、刷り込
まれた偏見や決め付け、地域社会にある「世間」という意
識です。「何もしなければ差別はなくなる」という意見を
よく聞きますが、どうしてもそうは思えないのです。誤った
思い込みは正しい知識によってしか直せません。同和
問題を正しく理解し、差別を許さないまちをみんなでつく
っていくために、種々の学習会に参加し、自分自身を変え
てみませんか？ 

しつよう 
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